






要約:発達障害の早期発見のためには、日本で制度化されている 1 歳半健診が有効である

が、自閉症を中心とする広汎性発達障害、言語障害などの特異的発達障害、および知的障

害などの早期発見を目標としてどのようにチェック項目を設定するのが良いのかについて、

今年度は主として文献的考察を行った。その結果、従来からの運動、言語(理解、表出)、

情緒、神経などの発達チェック項目以外に、社会性の障害が初期から出現することが明ら

かになり、この障害を早期に把握する手段として、母子愛着関係の発達についてチェック

項目を設定しておくことが必要であるとの提案を行った。


